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PLC許容値案について
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1.1  現行のCISPR22の許容値

CISPR22の0.5MHz～30MHzにおけるクラスBの電源ポートおよび通信ポートの準尖頭値
（QP値）の許容値は以下のとおりである。

56※１
電流[dBμA]電圧[dBμV]電圧[dBμV]

3074
60※２

通信ポート電源ポート ※１　　０．５MHz　～　５MHz
※２　　５MHz　～　３０MHz

コモンモードインピーダンス(CMZ)　は150Ω(44ｄＢΩ)、LCLはメディアによって異
なるが80dB～25dBと規定されている

通信ポートコモンモード電圧(CMV)と通信ポートコモンモード電流(CMI)との関係は
　CMV[dB] = CMI[dB] + CMZ[dB]
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1.2 CISPR22の許容値とCMI

一般のモデム装置
（ADSLなど）

通信線１（ex　LAN）
74dBuV⇒30dBuA

通信線２（ex　WAN）
74dBuV⇒30dBuA

漏えい電界１ 漏えい電界２

電源線
60dBuV⇒32dBuA 漏えい電界３

漏えい電界１＝漏えい電界２≒漏えい電界３

電源ポートはV-LISNの線大地間のインピーダンスを50Ω(34dBΩ)で規定されるため、
電源ポート電圧が60dBμVの時、片線の電流は26dBμAとなる。コモンモード電流は
２線の合成となるので、2倍の32dBμAである。

いずれのポートにおいてもコモン電流はほぼ同じになるように規定されている。
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1.3 CISPR22の測定法（概要）

電源ポート、通信ポートのそれぞれに、その先に接続される線を模擬した治具を接続
して測定

パソコンおよび
モデム装置
（ADSLなど）

T-ISN
LCL=80～25dB

CMZ=150Ω

通信線１
CMV≦74dBuV
CMI≦30dBuA

通信線２
CMV≦74dBuV
CMI≦30dBuA T-ISN

LCL=80～25dB
CMZ=150Ω

通信線を模擬

V-LISN
LCL=未定義
CMZ=25Ω

電源線
DMV≦60dBuV
（CMI≦32dBuA）

通信ポートISNのパラメータは代表値であるが、
電源ポートISNのパラメータはワースト値であり、
実環境より厳しい測定系となっている。

電源線を模擬
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2 PLCモデムの許容値および測定法（案）

システム全体の漏えい電界は、コモンモード電流で規制するべき。

現在のITE機器と同様に、実態に即したパラメータを用いて
コモンモード電流を規制すれば、漏えい電界レベルは変わらない。

PLCモデム装置

通信線（ex　LAN）
CMI≦30dBuA

（Active）　電源線
CMI≦30dBuA PLC用T-ISN

LCL=27.7dB
CMZ=87.1Ω

（In-Active）　電源線　
D’MV≦60dBuV
または　　　

CMI≦30dBuA　

V-LISN
LCL=未定義
CMZ=25Ω

20.3Ω29.0Ω56.1ΩDMZ

61.7Ω87.1Ω166.1ΩCMZ

24.1dB27.7dB35.0dBLCL

90%値80%値中心値

電源線特性の実態値

T-ISN
LCL=80～25dB

CMZ=150Ω
（物理的には同じポート）

代表値としては80%値を
採用すべき




